
作
鷁

覚
遍
本
明
本
抄
お
よ
び
紙
背
文
書

一
　

は
　
　

し
　
　

が
　
　
き

興
福
寺
に
は
零
巻
を
も
含
め
る
と
数
種
の
明
本
抄
古
写
本

が
現
存
し
て
い
る

が
、

こ
こ
で
取
あ
げ
る
の
は
、
特
に
秘
本
と
し
て
重
視
さ
れ
て
来
た
覚
遍
手
沢
本
で
あ

る
。
本
書
は
す
で
に
大
日
本
仏
教

全
書
刊
行
の
際
、
明
本
抄
の
底
本
と
し
て
利
用

さ
れ
、
又
南
都
七
大

寺
大

鏡
（
或

は
十
大
寺
大
鏡
）
に
も
写
真
か
掲
載
さ
れ
て
い

る
等
、
特

に
新

発
見

の
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
筆
者
寔
聞
の
故
か
、
本
書
に

つ

い
て

の
詳
し

い
紹
介

は
い
ま
だ
な
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
乂
全
十
三
巻
中
、

第
一
、
三
、
六
、
十

の
四

巻
に
は
紙
背
文
書

が
あ
り
、

そ
の
中

に
は
二
、
三
注
目

す

べ
き
も
の
も
あ
る
が
、

こ
れ
乂
容
易

に
目

に
触
れ
う

る
よ
う
な
形

に
は
な

つ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
本

書
に
つ
い
て

の
概
略
と
、

紙
背
文
書
中

の
主
な

も

の
若
干

と
を
紹
介
し
た
い
。

二
　

覚

遍

本

明

本

抄

本
書
は

巻
子
本

で
、

本
文
の
筆
跡
を
見
る
と
、

第
一
－

第
七
、

第
八
－

第
十
三

は

そ
れ
ぞ
れ
筆
者
を

異
に
し

て
い
る
。
第
五
を
除
く
他
の
十
二

巻
に
は
表

紙
と
本

紙
の
継
目
裏

に
「
伝
領

覚
遍
」

の
墨
書
が
あ
り
、
乂

第
六
、

第
七

に
は
そ
れ
ぞ
れ

次
の
如
き
奥
書

か
お

る
。

（

第
六
）
文
暦
二
年
四
月
六

日
、

於
三

条
万

里
小

路
宿
所
、

書
写
了
、
老
眠

数

覚
遍
本
明
本
抄
お
よ
び
紙
背
文
書

歴

史

研

究

室

・

古

文

書

覚
春
夜
猶
長
、
仍
挑
残
更
之
燈
、
終
入
木
之
功
、
千
時
鳧
鐘
之
響
、

幀
報
鷄
籠
之
山
将
曙
矣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
明
老
学
覚
遍

（
第
七
）
文
暦
二
年
四

月
十
七
日
書
写
了
　

一
校
了
　
　
　
　

因
明
末
学
覚
遍

こ
れ
に
よ
っ
て
第
一
―
第
七
の
筆
者
は
覚
遍
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
で
は
第

八
以
後
の
筆
者
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
仝
六
巻
共
、
継
目
裏
毎
に
花
押
が
あ
り
、
又

（
１
）

第
十
三
に
は
建
暦
二
年
十
二
月
廿
三
日
貞
慶
奥
書

が
あ

る
が
、
本
文
と
奥
書
と
は

明
か
に
筆
者
を
異
に
し
て
お
り
（
口
絵
参
照
）
、
第
八
以
後

が
貞
慶
筆
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
本
文
の
筆
跡
は
興
福
寺
所
蔵
の
良
算
書
写
「
因
明
抄
」
と
極
め
て
よ
く

類
似
し
て
お
り
、
良
算
筆
と
推
定
し
て
誤
な
い
。
乂
先
の
継
目
裏
花
押
も
或
は
彼

の

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ

の
覚
遍
、
良
算
は
共

に
明
本
抄
の
著
者
貞
慶

の
弟
子
で
、
覚
遍
は
光
明
院
に

（
３
）

住
し
、
宝

洽
元
年

に
は
興
福
寺
別
当
と
な
り
。
正
嘉
二
年
七
月
入
滅
し

た
。
良
算

は
房
号
を
正
覚
房
と
称
し
、
聖
教
の
奥
書
等
に
も
し
ば
し
ば
そ
の
名

が
見
え
て

い

る
。貞

慶
は
入
滅
に
先
立
っ
て
自
著
「
明
本
抄
」
を

弟
子

の
東

北
院
僧
都
円
玄
（

後

に
興
福
寺
別

当
）
、光
明

院
律

師
覚
遍
に
分
け
与
え

た
。

こ
の
間

の
事
情
は
建
暦
二

（
４
）

年
十
二
月
廿
三

日
貞
慶
明
本
抄
付
嘱
状
、
同
月
廿
六

日
良
算
起
請
文
等
に
詳
し
い
。

即

ち
貞

慶
は
「
以
上
帙
匹
奉
東
北

院
僧
都
、
以
下
帙
Ｅ

奉
光

明
院
律
師
、
両

人
互
　

ク

議
可
令
書
写

残
巻
」
き
こ
と
を
述

べ
、
更
に
両
人

が
「
増
成
二
本
」
’
す
こ
と

を
禁
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ず
る
と
共
に 、

伝
受
に
つ
い
て
も
意
を
用
う
べ
き
乙
と
を
遺
言
し
て
い
る
。

そ
し

乙
の
著
述
を
助
け
た
良
算
の
み

て
彼
の
生
前
に
本
書
の
書
写
を
許
さ
れ
た
の
は 、

で
あ
っ

た
と
い

う 。

従
っ
て
覚
遍
筆
の
第
一

｜
第
七
は
師
か
ら
伝
受
さ
れ
た
本

（
第
八
｜

第
十
三
）

の
欠
を
補
う
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う 。

し
か
ら
ば
後
半
は
貞

慶
か
ら
の
伝
受
本
と
も
考
え
ら
れ
る
が 、

本
文
の
筆
者
は
貞
慶
で
な
く
て
良
算
で

あ
る
点
に
疑
問
が
持
た
れ
る
。

第
八
以
後
を
子
細
に
検
討
し
て
み
る
と 、

表
紙
の
部
分
（
表
題
お
よ
び
見
返

し
）

と
第
十
三
の
奥
書
と
は
良
算
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
い
（
挿
図
1
・
2

） 。

こ

れ

が
覚
遍
筆
で
な
い
乙
と
は
勿
論
で
あ
る
。

ま
ず
表
紙
に
つ
い
て
言
え
ば 、

そ
の
筆

跡
は
著
者
貞
慶
の
も
の
に
極
め
て
よ
く
類
似
し
て
い
る
。

表
紙
と
本
紙
と
の
継
目

裏
に
は
「
伝
領
覚
遍
」
（
覚
遍
自
筆）

と
あ

り 、

し
か
も
第
十
見
返
し
の
問
題
の
一

部

に
は 、

良
算
筆
の
貼
紙
に
よ
る
訂
正
が
な

さ
れ
て
お
り
（
第
2
図
下）
と
の
表
紙
は
古

く
す
で
に
覚
遍 、

良
算
の
頃
に
は
付
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ 、

時
代
的
に
も
貞
慶

筆
と
し
て
差
支
え
な
い
。

又
第
十
三
奥
書

も 、

表
紙
と
は
や
や
書
風
を
異
に
す
る
が 、

乙
れ
又
貞
慶
自
筆
の
如
く
で
あ
る
。

覚
遍
は
師
貞
慶
か
ら
自
著
の
本
を
譲
ら

れ
た
の
で
あ
a

る
か
ら 、

当
然
本
文
も
貞
慶

題外主l、本明第1図

自
筆
で
あ
る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

表

紙
奥
書
の
み
が
貞
慶
筆
と
い
う
の
は
何
故

で
あ
ろ
う
か

。

本
書
は
果
し
て
覚
遍
が
伝
受
さ
れ
た
本
で
あ
ろ
う
か

。

或
は
良
算

書
写
本
が
何
か
の
事
情
で
覚
遍
の
手
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か

。
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こ
れ
を
貞
慶
が
覚
遍
等
に
譲
っ
た
本
と
す
れ
ば 、

彼
は
弟
子
良
算
を
し
て
自
分

の
草
稿
本
を
清
書
せ
し
め
て
両
人
に
譲
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が 、

こ
の
場
合

は
自
筆
華
稿
本
の
処
置
が
問
題
と
な
り 、

乙
の
推
定
は
成
立
し
難
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

貞
慶
は
本
書
の
伝
受
に
当
り 、

か
の
付
嘱
状
中
で

、
「
将
来
付
嘱
之
人 、

偏

可
簡
法
器
心
性 、

若
自
門
之
中 、

無
真
実
之
器
者 、

当
時
伝
受
三
人
之
内 、

随
宜

可
令
相
譲
」

と
述
べ
て
い
る
。

従
っ
て
良
算
が
伝
受
す
べ
き
門
弟
な
し
と
し
て 、

彼
の
書
写
本
を
覚
遍 、

円
玄
両
人
に
譲
っ
た
た
め 、

彼
等
は
師
の
自
筆
本
を
一

括

じ
て
別
に
納
め 、

代
り
に
良
算
書
写
本
を
分
ち
所
持
す
る
こ
と
に
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

ζ
の
場
合
表
紙
奥
書
が
貞
慶
筆
で
あ
る
理
由
が
疑
問
と
な
ろ
う
が 、

こ

れ
に
つ
い
て
は
所
謂
明
本
抄
日
記
中
の
次
の
部
分
で
説
明
が
つ
く
よ
う
に
恩
わ
れ

る
。

「
明
本
抄
調
巻
之
後 、

外
題
問
題
令
書
御
之
時 、

此
二
秩
之
中 、

今
案
等
可

有
用
意
事
可
書
出
之
由
有
其
仰 、

の
書
出
於
御
前
畢 、
（
中
略〉

此
目
録
大
切
事
也

後
ニ
光
明
院
ニ
モ
可
申 、

清
書
シ
テ
一

枚
ハ
可
遣
也
（
下
略
ど 、
「
建
暦
二
年
九
月

晦
日 、

持
明
本
抄 、

参
海
住
山 、

其
日
不
入
見
参 、

無
言
之
由
被
仰
出
畢 、

以
愚

札
明
本
調
巻
之
由 、

令
申
之
処
明
朝
可
来
之
由
有
其
仰 、
（
中
略）

此
事
一

期
之
内 、

大
ニ
葱
シ
キ
事
也 、

ア
ハ
レ
此
事
を
閑
ニ
光
明
院
等
ニ
沙
汰
セ
ハ
ヤ 、

若
不
叶
者 、

時
々
語
申
ス
ヘ
キ
也 、

文
東
北
院
侍
従
得
業
ハ
短
命
人
也 、

然
而
今
年
ノ
夏
見
レ

（
鐙
暦
）

ハ
無
下
ニ
ハ
不
見 、

真
実
修
学
者
也
（
下
略）
」 、
と
あ
る
。

ζ
の
後
に
「
同
三
年
三

月
一

臼
於
海
住
山
書
写
畢 、
（
中
略〉

仮
名
比
丘
覚
遍
」

の
奥
蓄
が
あ
り 、

文
前
引

の
文
中
に
「
後
ニ
光
明
院
等
ニ
モ
可
申
」
「
ア
ハ
レ

此
事
ヲ
閑
ニ
光
明
院
等
ニ

沙

汰
セ
ハ
ヤ 、

若
不
叶
者
時
々
語
申
ス
ヘ
キ
也
」

と
あ
っ
て 、

覚
遍
が
貞
慶
か
ら
直



原
本
た
る
建
暦
二
年
十
二
月
U
三
日
貞
俊
明
本
抄
付
嘱
状、

同

廿
六
日
良
算
起
請
文、

康
元
元
年
十
二
月
廿
五
日
覚一
刻
明
本
抄
付
嘱
状
等
が
添
え

ら
れ
て
お
り、
一

巻
の
書
と
な
っ
て
い
な
い
の
が
当
然
で
あ
る。

な
お
貞
慶
明
本

抄
付
嘱
状
の
筆
跡
を
見
る
と、

海
住
山
寺
文
書
建
麿
三
年
正
月
十
一
日
貞
鹿
起
請

文
と
同
筆
で
あ
る
が、

こ
れ
ら
の
本
文
は
共
に
貞
附肢
が
門
弟
の
誰
か
に
代
筆
さ
せ、

（

6
）
 

自
ら
は
署
判
の
み
加
え
た
も
の
で
あ
る。

本
文
の
筆
者
は
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ

接
聞
い
て
書
い
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。

文
「
東
北
院
侍
従
得
業・
：・
」

と
あ
っ

て
円
玄
で
な
い
乙
と
も
明
か
で
あ
る。

明
本
抄
の
著
述
K
特
に
関
係
が
深
か
っ
た

の
は
良
算
で
あ
り、

乙
れ
は
彼
の
問
書
と
し
て
誤
な
い
で
あ
ろ
う。

ζ

の
聞
蓄
に

貞
慶
が
「

外
題
問
題
令
書
御」

と
あ
る
が、

は
建
暦
二
年
九
月
晦
日、

明
本
抄
の
調
巻
出
来
し、

海
住
山
に
持
参
し
た
と
乙
ろ、

と
の
良
算
持
参
の
明
本
抄
は
貞
慶
自

と
が
問
題
と
な
る
が、

乙
れ
に
つ
い
て
は
今
直
ち
に
断
定
を
下
す
乙
と
は
困
難
で、

筆
本
で
あ
ろ
う
か。

本
書
の
著
述
は
す
で
に
建
久
初
年
乃
至
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ

写
本
の
外
題
問
題
が
貞
慶
鐙
と
考
え
ら
れ
る
点
は
と
の
間
住

の
記
事
と
一

致
し
て
い
る。

貞
慶
は
本
書
の
伝
受
に
窓
を
用
い

明本抄第6 （上），及び第LO （下）巻首

て
い
た
の
で
あ
り、

特
に
書
写
を
許
し
た
良
算
κ
対
し
て
表
紙

に
自
筆
を
加
え
る
と
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る。

も
し
乙
の
考
え
方
が
成
立
つ
と
す
れ
ば
良
算
書
写
本
の
表
紙
の

部
分
は
貞
慶
の
建
暦
二
年
十
月
一
日
の
筆
跡
で
あ
る。

以
上
の
如
く、

本
書
は
貞
慶
自
筆
の
原
本
で
は
な
い
が、

そ

の
伝
来
を
尋
ね
れ
ば、

彼
と
極
め
て
関
係
の
深
い
由
緒
あ
る
書

で
あ
る。

自
筆
本
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が、

本
書
は
貞

向艇
が
自
ら
筆
を
加
え
た
表
紙
お
よ
び
奥
書
を
有
し
て
お
り、

白

筆
本
に
も
准
ず
べ
き
も
の
で、

ま
乙
と
に
貴
重一
な
存
在
と
い
う

第2図

乙
と
が
出
来
よ
う。

本
蓄
に
は
所
謂
「
明
本
抄
口
記」

文
は
「
明
本
抄
日
記
井
要

目
録」

な
る
書
名
の
も
の
は
附
属
し
て
い
な
い。

し
か
し
そ
の

れ
て
い
た
よ
う
で、

自
筆
本
の
調
巻
出
来
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
良
算
書
写
本
の

後
の
検
討
に
ま
ち
た
い。

貞
慶
明
本
抄
付
嘱
状
の
花
押
を
海
住
山
寺
文
書
に
見
え

ふ
承
元
二
年、

建
暦
三
年
の
貞
慶
花
押
と
比
較
す
る
と、）
筆
運
は
同
じ
で
あ
る
が

覚
遍
木
明
本
抄
お
よ
び
紙
背
文
書

調
巻
が
出
来
上
っ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か。

現
在
の
良
算

21 



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

形
体
は
や
や
異
っ
て
い
る
。

花
押
の
形
は
時
に
よ
り
異
る
も
の
で
は
あ
る
が 、

承

元
二
年 、

建
暦
三
年
の
聞
に
位
す
る
乙
の
花
押
が
特
に
両
者
と
異
る
点
に
疑
問
が

抱
か
れ
る
が 、

本
付
嘱
状
を
写
し
と
ま
で
言
う
乙
と
は
果
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か

。

と
は
保
留
し
た
い
。

乙
の
点
に
つ
い
て
も
更
に
検
討
を
加
え
る
ζ

と
と
し
て 、

紙
背
文
書
の
あ
る
の
は
第
一

、

第
三 、

第
六 、

第
十
の
四
巻
で
あ
る
が 、

書
写

の
時
期
か
ら
推
し
て 、

第
一

、

第
三 、

第
六
の
三
巻
の
紙
背
文
書
は
文
暦
二
年
四

月
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
J

C
の
紙
背
文

書
全
部
を
紹
介
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が 、

と
と
で
は
紙
数
の
都
合
上 、

所
領

紙
背
文
書
に
つ
い
て

承

フ巳

年

建

暦

年

建

！暦

年

ζ

ζ

で
結
論
を
下
す
と

抑

関
係
そ
の
他
一

部
の
も
の
に
限
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

な
お
本
文
を
掲
げ
る
に
先

そ
の
中
の
二
三
に
つ
い
て
若

花

立
っ
て 、

康

干
の
説
明
を
加
え
る
。

ハ

s
v

川
は
白
檀
釈
迦
知
来
像
付
嘱
状
案
お

よ
び
宝
僅
印
経
奥
書
写
が
同
一

筆
者
に

よ
り 、

一

枚
の
紙
に
合
せ
写
さ
れ
て
い

る 、

署
名
は
単
に
「
御
判
」
「
沙
門
釈
h

』
」

と
あ
る
の
み
で 、
’
名
前
は
明
記
さ

貞第3図

れ
て
い
な
い
が 、

そ
の
本
文
を
見
る
と 、

何
れ
も
観
心
な
る
人
物
と
関
係
の
深
か

っ
た
者
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
付
嘱
状
案
に
去
れ
ば 、

観
心
に
自
分
の
本
尊
を
譲

っ
て
い
る
の
で
あ
り 、
「
御
判
」

の
主
は
観
心
の
師
で
は
な
か
ろ
う
か

。

正
治
元
年

（

9
〉

頃
に
は
貞
慶
は
笠
置
寺
に
住
し
て
い
た
が 、

彼
の
門
弟
中
に
観
心
な
る
者
が
お
り 、

先
の
「
御
判
」

「
沙
門
釈
』
』

」

は
共
に
貞
慶
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
永
仁
二
年
八
月
日
新
薬
師
寺
衆
分
寺
僧
等
申
状
に
は
「
今
水
田
者 、

恭
為
解

脱
上
人
之
御
寄
附 、

末
学
誰
可
成
押
妨
之
企
哉 、

愛
当
寺
燈
油
仏
聖
弁
解
脱
御
房

御
本
尊
尺
迦
堂
之
長
日
法
花
経
供
料
水
田
一

町 、

河
上
在
之
」

と
あ
り 、

永
仁
年

間
頃 、

貞
慶
の
本
尊
の
釈
迦
如
来
像
が
同
寺
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

或
は

互
の
観
心
に
譲
ら
れ
た
白
檀
釈
迦
如
来
像
は
後
に
新
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

。

聞
に
つ
い
て
は
「
中
尊
尺
迦
」

と
あ
り 、

ど
と
か
の
堂
の
仏
像
を
書
上
げ
た
も

の
の
如
く
で
あ
る
。

覚
遍
の
手
許
に
あ
っ
た
文
書
で
あ
る
か
ら 、

或
は
興
福
寺
内

で
は
な
か
ろ
う
か

。

も
し
然
り
と
す
れ
ば 、

中
尊
が
釈
迦
で
あ
る
の
は
中
金
堂 、

西
金
堂
の
二
つ
で
あ
る
が 、

乙
の
点
に
つ
い
て
は
更
に
後
の
検
討
に
ま
ち
た
い
。

側
は
嘉
禄
元
年
五
月 、

元
興
寺
塔
の
露
盤
が
盗
難
に
あ
っ
た
為 、

そ
の
犯
人
が

明
か
に
な
る
か
否
か
を
占
っ
た
も
の
で
あ
る
。

露
盤
は
塔
の
最
上
部
に
あ
り
し
か

も
か
な
り
の
重
量
が
あ
っ
て 、

塔
の
上
か
ら
盗
み
取
る
乙
と
は
一

寸
考
え
ら
れ
な

ぃ
。

し
た
が
っ
て
嘉
禄
元
年
頃 、

元
興
寺
塔
は
解
体
修
理
中
で 、

露
盤
も
下
に
降

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か

。

乙
の
塔
は
約
二
十
年
後
の
寛
元
四
年
頃
に
も
大

（

U
）
 

修
理
を
行
わ
れ
て
お
り 、

そ
の
間
隔
は
余
り
に
も
接
近
し
て
い
る
点
が
不
審
に
も

思
わ
れ
る
。

し
か
し
と
れ
よ
り
先 、

貞
永
元
年
に
雷
火
を
蒙
っ
た
が

、
「
令
撲
滅
」

め
た
為
焼
失
は
免
れ
た
と
い
う 。

或
は
寛
元
四
年
頃
の
修
理
は
と
の
雷
火
に
よ
る

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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㈲
は
年
月
日
を
欠
い
て
お
り
、
何
時
の
も
の
か
明
か
で
は
な
い
。
こ
れ
は
第
十

の
紙
背
に
あ
る
が
、
こ
の
巻
の
書
写
年
代
は
建
暦
二
年
九
月
以
前
で
あ
り
、
こ
れ

を
降
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
下

端
一
～
二
字
分
か
切
断
さ
れ
、
意
味
の
と
り
難
い

点
も
あ
る
が
、
某
寺
の
塔
の
建
立
に
当
っ
て
工
等
の
間
で
相
論
が
行
わ
れ
た
際
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
塔
は
何
処
の
も
の
で
あ
る
か
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
六

重

二
「

罷
成
候
了
」
と
あ
る
如
く
、
五
重
塔
で
は

な
く
て
七
重
又
は
九
重
塔
で
あ

る
。
鎌
倉
時
初
期
頃
に
建
て
ら
れ

た
七
重
又
は
九
重
塔

の
中
、
今
知
ら
れ
る
の
は

東
大
寺
七
重
塔
（
東
塔
）、
法
勝
寺
九
重

塔
の
二

つ
で

あ
り
、

こ
の

塔
は
そ
の
何
れ

か
と
考
え
ら
れ
る
。

東
大
寺
の
場
合
は
元
久
元
年
四
月
五
日
事
始
、
承
元
二
年
六
月
廿
日

据
礎

立
柱
、

翌
三
年
六
月
廿
日
第
二
層
立
柱
、
更

に
工
事
は
第
三
層

に
ま

で
及

ん
だ

が
、
同
年

八
月
人
勧
進
栄
西
は
法
勝
寺
九
重
塔
再
建
の
為
東
大
寺

を
離
れ
て
法
勝

寺
に
移
り

工

事
は
停
頓
し

た
。
栄
西
入
滅
後
の
建
保
四
年
正
月

に
こ
の
工
事

は
再
開

さ
れ
。

（
1
3）

貞

応
二
年
三
月

に
至
っ
て
や
っ
と

塔
の
完
成
を
見

る
に
至
っ

た
。

法

勝
寺
九

重
塔
は
承
元
二
年
五
月
十

五
日

焼
失
、
同

年
十
月
十

七
日

事
始
、
同

四
年
七
月
十
六

日
心
柱

立
柱
、
建
暦
元
年
三
月
廿

日
第
六

重
立
柱

、
建
保
元

年
四

（
1
4）

月
廿
六

日
落
慶
供
養
が
行
わ
れ
た
。
前
述
の
如
く
、

こ
の
言
上
状

が
出

さ
れ
た
の

は
建
暦
二
年

九
月

以
前
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
は
す
で
に
工

事
は
第
六

重
に
及
ん

で

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
塔
は
東
大
寺
で
は
な
く
て
法

勝
寺
九
重
塔
と
考
え

る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
特
に
文
中
に
栄
西
の
名
が
見
え
る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
書
し

て

く
れ
よ
う
。
こ
の
言

上
状
に
は
塔
の
建
立
に
当
っ
て
工

等
（

鋳
物
師
か
）
の
間

に
相
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
特
に
南
都
と
京
の
工

の
間
に
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
か
、
法
勝
寺
九
重
塔
造
営
に
関
す
る
数
少
い
具

覚
遍
本
明
本
抄
お
よ
び
紙
背
文
書

体
的
な
史
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

な
お
本
状
の
筆
跡
は
、
中
村
直
勝
氏
所
蔵
の
建
永
二
年
六
月
廿
一
日
造
東
大
寺

大
勧
進
栄
西

献
上
状
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
更

に
検
討
を
加
え
る
必
要
は
あ

る

が
、
或
は
こ
の
言
上
状
の
差
出
人
は
栄
西
そ
の
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
乂
こ
れ

が

出
さ
れ
た
時
期
は
第
六
層
立
柱
の
建
暦
元
年
三
月
廿
日
か
ら
同
二
年
九
月
ま
で
の

間
で
あ
る
。
又
文
中
に
「
東
大
寺
鋳
物
師
是
助
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
大
仏
鋳
造

に
際
し
て
陳
和
卿
等
と
共

に
そ
の
任
に
当
っ

た
「
日
本
鋳
物
師
工
十
四
人
」
中
の

（
1
5）

「
大
工
散
位
草
部
是
釛
」
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

註

山
　

因
明
事

、
本
無
其

功
、
随
又
廃
亡

、
今
年

春
秋
之

間
、

聊
加
覆
審
、
或
抬
往
日
遺
草
、

或
有
当
時
潤

色
、
至
十
一
月
一
日
、
如
形
終
篇
、
其

間
迷
謬
失
錯
等
、
深
雖
恐
冥
顕
、

随
分

清
浄
之

志
、
大
明
神
可

垂
納
受

、
病
悩
相
続
之
閧
、
未
及
再
治
耳
。

建
暦
弐
年
十
二
月
廿
三

日
貞
慶

記
之

恋
　
春

日
社
深

秘
箱
所

収
　
　

第
一

、
第
三
両

巻
の
み
全
巻
良
算
筆
、
第
二
、
第
四
、
第

五
の
三
巻

は
奥
書

の
み
良
算
筆
。

闥
　

興
福
寺
別

当
次
第

㈲
　

興
福
寺
所

蔵
（
明

本
抄
藹

箱
所

収
）
　
　

南
都
七
大
寺
大
鏡
、
大

日
本
仏
教
全
書
明

本
抄
に
そ
れ
ぞ
れ
写

真
及

び
原
文

が
収
録

さ
れ
て

い
る
。

閤
　
大

日
本ヽ
仏
教
全
書
　

明

本
抄

㈲
　

貞
慶
起
請
文
に
は
「

乍
臥

病
席
令
人
記
之

」
と
あ
り
、

他
人
を
し
て
代

筆
せ
し

め
た

こ
と
は
明

か
で
あ
る
。
乂
付
嘱
状

に
は
「

病
及
急
切

、
不
能

右
算
之

状
如
件

」
と
あ
る

が
、
当
時

は
「
右
筆
」

を
「

筆
を
と
る
こ

と
」

の
意

に
使
っ

て
い
る
場
合

が
多

く
（
大

日
本
国
語
辞
典
そ
の
他
参
照

）
、
こ
れ
又
代
筆

に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

閉
　

承
元
二
年

九
月

九
日
　
貞

慶
仏
舎
利
安
置

状

建
暦
三
年
正
月
十
一
日
　

貞
慶
起

請
文

閣
　

こ
の
付

嘱
状
案
の
み
は
「

鎌
倉
彫
刻
図

録
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

閣
　

海
住
山
寺
文
書
　

建
保
七
年
三
月
十
四

日
海
住
山

寺
々
僧
等
連
署
起
請
文

峰
定
寺
（
京
都
市
）
所
蔵
　
木

造
釈
迦
如

来
立
像
胎
内

納
入
文

書
　

宝
籤
印
陀

羅
尼

経
奥
書
（
こ
の
釈
迦
如
来
像
は
貞
慶
お
よ
び
そ
の
関
係
者
の
結
縁
に
よ
る
も
の
で

、
そ

の
納
入
文
書
中
に
観
心
の
名
が
見
え
て
い
る
の
は
、
彼
が
貞
慶
の
門

弟
な
る
こ
と
を
示

す
も
の
で

あ
る
。
）

㈲
　

堂
木
四
郎
氏
所

蔵
　

古
文

書
手

鑑
「
楢

の
く
ち
葉

」
所

収

聞
　

春
日
神

社
文
書
　

寛
元
四

年
Ｅ
月

十
日
元

興
寺
別

当
東
門
院
寄

進
状

鵑
　
百

錬
抄
　

貞
永
元
年
二
月
二

日
条

Ｕ
　

東
大
寺
七
重
塔
（

東
塔

）
造
営

に
つ
い
て

は
、
山
木
栄
吾
「
東
大

寺
初
期
大
勧
進
職

の
業
績
」
（

日
本
建
築
学

会
論
文

報
告
集

第
五
四
号
）
　
筒
井
英
俊
「

鎌
倉
時
代

に
於
け

る
東
大
な

の
造
営

と
大
勧
進
行
勇
日

」（
寧
楽
第

八
号
）

㈲
　
百

錬
抄
　
　
　

㈲
　
東
大
寺
続
要

録
　
造

仏
篇

四
　

紙
　

背
　

夊
　

書
　

抄

［
巻
第
一
紙
背
］

田
　

白
檀
釈
迦
如
来
像
付

嘱
状
案
（

承
元
四
年
十
二
月
十
一
日
）
お
よ
び
宝
篋
印

経
奥
書
写

付
　

嘱
白
檀
釈
迦
如
来
像
一
躰
姓
慶
法
眼
皿

右
、
件
像
者
、
為
本
尊
年
来
所
安
置
也
、
而
同
法
等
随
応
有
分
付
仏
像
等
、
其
中

於
此
像
者
、
有
存
旨
、
永
付
嘱
観
心
上
人
了
、
向
此
像
可
令
救
予
後
生
之
状
如
件

承
元
四
年
十
二
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
判

宝
鏡
印
経
奥
御
日
記

正
治
元
年
紀
十
二
月
廿

匸
一
両
日
之
回
、
於
笠
置
山
般
若
台
、
奉
書
写
了
、
依

同

法
観
心
上
人
勧
進
也
、
願
以
此
功
、
与
上
人
生
々
常
得
為
并
、
同

侶
自
余
廻

向
、
只

同
施
主
志
願
耳

沙

門

釈

ゝ

ゝ

２

氏
名
未

詳
書
状
断
簡
（

後
欠
）

只
今

花
林
院
御
所
候
之
間
、
先

私
所
存
を
令
申
上

候
也
、

重
随
仰
可

申
上

候
、

旅
所

二
候
之
間
、

御
請
文

之
躰
、
異

様
、

恐
入

候
者

也
。

（
侯
力
）

便
宜
天
可
令
披
露
給
口

宇
多
庄

神
人
之
間
事
、
畏
以

承
候
了
今
朝
京
御
使
令
参

候
天
、
在
家

役
井
公
事
対

（
捍
力
）

押
事
、
可
仟
先
例
之
由
、
尤
可
載
社
家

請
文
候
と
、
申
入
候
っ
れ

は
、
以
被
申
趣
、

中
入
候
之
処
、

仰
云
、
此
請
文
（

雑
免
事
也
、
然
者
在
家

役
并
公
事
対
押
事
（

、

可
被
召
別
請
文
之
由
、
被
仰
京
御
使
候
了
、
此
上
猶
可
被
載
一
紙
之
由
を
、
可
巾

上
候
歟
寛
芸
囗
　

（
後
欠
）

闥
　

仏
像
注
文

中
尊
尺
迦
　
　

弥
勒
　
　

勝
義
生
　
　

文
殊
　
　

十
一
面
観
音
　
　

善
法
浄
恵

法
誦
　
　

徳
本
　
　

広
恵
　
　

如
理
請
問
　
　

為
甚
深
義
密
意
　
　

梵
天
　
　

帝

釈
　
　

四
大
天

王
　
　

須
菩
提

㈲
　

吉
富
名
沙
汰
人
言
上
状
（

折
紙
）

吉
富
名
沙
汰
人
謹
言
上

八
町
之
公
役
勤
仕
子
細
愁
状

件
八
町
之
令
勤
仕
云

事
、
自
昔
至
今
勤
仕
之
条
、
更
以
不

候
、
八
町
之
公
事
勤
仕

シ
タ
リ
ト
申
証
人
候
者
、
被
遂
一
決
可

候
者
也
、

閤
　

法
印
覚
遍
書
状
（

三
月
廿
四

日
）

造
大
神
宮
役
夫
工
事
、
当
寺
領
勤
不

、
先
例
不

覚
悟
候
、
早
相
尋
子
細
、
於
寺
家
、

可

致
沙
汰
候
、
且
以
此
旨
、
可

被
披
露
候
、
恐
惶
謹
言

三
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
印
覚
遍

〔
第

巻
三

紙
背
〕
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㈲
　
氏
名
未

詳
書
状
（

後
欠
）

御
札
之
旨
、
委

祗
候
了
、

和
余
庄
之

間
事
、
若
可

蒙
仰
候
事
出

来
収

者
、

蒙
仰
可

（
間
）

令
申

候
也
、
兼
乂

彼
口

事
、

具
以
令
中
入

政
了

、
而

自
去
十
二

日
、

禅
定
殿
下

御

口
御

逆
修
、

昨
日
結
願

、
仍
口

無
候
、
毆
巾
物
弛
白
‥
今
口
　
　
　

（

後
欠
）

閇
　

勝
円

書
状
（

六
月
十
九
日
）

新
庄
御
下

文
賜
預
候
、
為
御
不
審
令
進
政

仰
両

年
数
月

訴
訟
、
令
悩
乱
身
心
俟
之
処
、
己
一
時
散
欝
候
了
、
喜
悦
之
至
、
申

而

有
余
者
歟
、
迫
年
齢
九

仞
、

念
仏
之
外
不
可
有
他

事
之
処
、
遇
不
慮
之
違
縁
、

令
対
論
伐
、
頗
存
之
外
子

細
候
、
今

幸
奉
遇
憲
法
御

時
、

預
正

道
御
下
文

候
之
条
、

向
後
尤

蓐
候
、
御

参
之
次
以
此

趣

１

（

接

続

す

る

か

）

サ

可
令
披
露

給
候
、

恐
々
謹
言

六
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
円

光
明

院
御
房

㈲
　

氏
名
未
詳
書
状
断
簡
（

後
欠
）

白
鳥
御
庄
之
間
聨
、
御
在
京
之
時
、
委
全

言
上
候
き
、
四

郎
左
衛
門

尉
友
俎
、
下

司
二
被
成
候
事
、
令
申
子
細
候
之
処
、
尢
鐡
畏
申
候
、
早
給
御
下

文
可

遣
候
、

散

期
己
近
日
罷
成
候
、
為
所
当
沙
汰
、
尢
飛
存
候
也
、
此
様
（

あ
し
か
る
ま
し
き
御

計
候
、
乂
古
川
事
、
無
下
令
点
定
候
了
、
似
自
由
沙
汰
、
ロ

ユ
於
古
川
口

町
一
反

者
、
仟
先
例
、
　
　
　
　
（

後
欠
）

⑩
　
都
維
那
俊
口

奉
書
（
五
月
十
五
日
）

檜
垣
庄
陳
状

四
故
毆
折

如
此
候
ヽ

子
細
見
状
候
歟
ヽ

可
陂
遣
幀
ヤ
得
業
之
許
之
巾
ヽ

所
候
皀
、
恐
惶
謹
言

覚
遍
水
明
本
抄
お
よ
び
紙
背
文
書

五
月
十

五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都

維
那
俊
口
凵

進
上
　
元

興
与
別

当
法

印
御

房

㈲
　

散
位
時
資
占

文
（

嘉
禄
元
年
五
月

六
日
）

未
御
歳
男

今
月
五
日
午
尅

、
所
見
出
元
興
寺
塔
露
盤
被
盗
取
之
、
件
盗
人
持
行
何
方
哉
、

令
嫌
疑
者
、
可
顕

歓
如
何

占
、
今
月
五
日
乙
丑
時
、
加
千
　

功
曹
、
臨
丑
為
用
、

将
朱
雀
仲
大
衝
。
六
合
終
天

岡
句
陣
、

行
年
辰
上
大
二
青

竜
、
卦

遇
元

首
頸

推
之

、
被

能
嫌
疑
者

、
必
定
可

令
顕

現
者

吹
、

人
物
共
可
西
方

行
向

者
吹
。

嘉
禄
元
年
五
月
六

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
位
時
資

［
巻
第
十
紙
背
］

鬪
　

親
口

書
状
（

十
月

十
日
）

今
月

八
日
乗

船
候
了

、
祈
請
事
、
能
々
可

令
懸
御
意
給
皀
、

抑
、
槍
樽
五
十
寸
、

椙
樽
六
百

寸
、
進
上
之
、
但
先
日
令
申
候
之
様

二
、
木
津
へ
可

令
付
進
之
由
、
雖

思
給
候
、
城
外
之
間
、
留
寺
下

人
、
定
難
沙
汰
進
候
吹
、
遣
御
使
、
可

令
沙
汰
取

給
候
皀
、
毎
事
期
後
便
候
、
恐
々
謹

言

十
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
口

正
覚
御
房

旧
　

氏
名
未
詳
書
状
断
筒

（
外
こ

（
別
筆
）「

悦

承

候

了

」

囗

来

参

飯

信

貴

山

．

龍

居

無

其

期

存

候

間

、

存

口

口

去

十

九

日

罷

出

候

皀

、

其

故

（
可
力
）

（

、

座

主

御

房

令

還

補

給

候

テ

、

山

上

事

な

ん

と

も

、

可

仰

合

と

西

塔

院

主

ニ
ロ

還
脯
之
由
、
仰
候
し

か
と
ん
、
再

三
辞
申
候
き
、
其
上
　

院
宣
口

、
可
尚
還
哺
之
由

2j
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（
別筆）「不
及
左
右
候」

Ｌχ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
説）

被
仰
下
候
、
旁
難
遁
次
第
候
テ
、
悠
令
還
補
候
了
、
存
外
不
可
口
次
第
出
来
収
也
、

今
年（
　
　
　
　

（
後
欠
）

討
　栄
西
言
上
状ヵ
　
（
後
欠
力
）

仰
旨
謹
以
承
候
了
、
則
高
折
紙
、
加一
見
謹
返
上
之
、
此
条
凡
不
可
説
、不
足
言

事
陝
款
、
自
蒙
仰
茸
不
候
、
誰
人
仰
と
も
不
覚
悟
候
、
然
而
口
旨
候
、
召
付
侯
了
、

則
高フ（

東
人
寺
鋳
物
師
是
助
口
、
雖
訴
申
、
不
改
定
候
之
処
、
如
此
逶
乱
結

構
候
故
口
以
可
令
召
替
候
腴
、
御
塔
事
、
人
宮
大
納
言
殿
御
奉口
時
、
末
包一
人

をもて
被
造
営
候
之
剋
、
不
事
行
候口
口
、
依
勅
定
召
返
、
被
仰
付
栄
西
之
凵
。

（
柱ヵ
）

第
二
弔
御口
、
送
五
箇
月
収
了
、
爰
存
旨
候
、
召
加
京
工
候
之
時
、
及
殺
口
候

かは
、
末
包
水
令
廃
除
候
了
、
今
召
加
両
人
候
は口
六
重
二（

罷
成
候
山
、
九
輪

同
長
候
腴
、
則
高
如
此
口
申
候（
、
自
由
い
つ
と
も
な
く
仕
候（
ん
と
存
、
如
此

巾
候
、一
切
不
承
引
候
山
、一
々
吋
令
察
御
収
欧
、
則
高
以
外
口
奉
申
付
候
、
豈

非
罪
科
哉
仍
言
上
如
沛
　
　
　
　

（
後
欠
力
）

（
附
　
　
　
記
）

海
住山
寺
文
書につ
いて
は
佐
脇
貞
明
氏
の
紹
介
原
稿（
史
学
雑
誌
七
〇
ノニ
）
を参

照
させ
て
頂
い
た
。原
本の
閲
覧
を快
く
湫諾
さ
れ
た同
氏
に
対
し
て
あつ
く
御
礼
申

上
げ
たい
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
中
　稔）

勍
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